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　最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年8月13日の第1四半期財務・業績の概況発表時に公表しました平成20年3月期の

中間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

1．平成20年3月期中間業績予想数値の修正（平成19年4月1日 ～ 平成19年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益

前回発表予想(Ａ) 6,370 350 370

今回修正予想(Ｂ) 5,055 △ 540 △ 510

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,315 △ 890 △ 880

増減率（％） △ 20.6 △ 254.2 △ 237.8

（ご参考）
前期実績（平成19年3月期中間期）

3,743 △ 264 1

平成20年3月期中間期業績予想の修正と特別損失の発生に関するお知らせ

記

平成19年11月9日

(単位：百万円、％)

△ 251.3

108

中間純利益

370

△ 560

△ 930

2.　修正の理由
　売上高、営業利益、経常利益及び中間純利益ともに業績予想を下回ることとなりました。
　その主な理由は、売上高につきましては、ニッケル事業におきまして、高騰を続けておりましたＬＭＥ価
格が5月下旬より下落し始め、6月にロンドン金属取引所がレンデｨング規制を変更したことから更に急落し、
8月末には最高値の約50％となったため大幅な売上の減少となりました。
損益につきましては、不動産事業におきましては、利益計上となりましたが、ニッケル事業におきまして大
幅な減益と低価法による評価損を計上したこと、更に有価証券運用損を計上したことにより計画を下回った
ためであります。

3.　特別損失の発生について
　過年度損益修正損等で特別損失約63百万円を計上しております。

　なお、通期の予想につきましては、11月15日に予定をしている中間決算発表時にお知らせいたします。

（注）上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであります。
      したがいまして実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますので、
      その旨ご承知おき下さい。
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